
平
成
三
十
年
二
月
一
日
提
出

質

問

第

四

六

号

裁
量
労
働
制
で
働
く
労
働
者
と
一
般
の
労
働
者
の
労
働
時
間
の
長
さ
に
対
す
る
認
識
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

山

井

和

則
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裁
量
労
働
制
で
働
く
労
働
者
と
一
般
の
労
働
者
の
労
働
時
間
の
長
さ
に
対
す
る
認
識
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

第
百
四
十
一
回
労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
で
示
さ
れ
た
、
「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
案
要
綱
（
諮
問
時
か
ら
の
変
更
点
を
反
映
さ
せ
た
も
の
）
」
（
以
下
、
「
働
き
方
改
革
推
進
法
案
要
綱
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
、
「
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
」
の
対
象
業
務
の
追
加
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
点
に
関
し
、
以
下
、
質
問
し
ま
す
。

一

労
働
基
準
監
督
署
の
是
正
勧
告
等
の
行
政
指
導
の
裁
量
労
働
制
の
適
用
に
関
わ
る
も
の
の
件
数
、
及
び
、
裁
量
労
働
制
の

適
用
に
関
し
て
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
送
検
し
た
も
の
の
件
数
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
過
去
五
年
間
、
年
度
別
に
、
企
画
業
務
型

と
専
門
業
務
型
に
分
け
て
示
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
件
数
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
、
裁
量
労
働
制
の
適
正
な
運
用
に

十
分
に
対
応
で
き
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
見
解
も
示
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
件
数
に
つ
い
て
デ
ー
タ
が
な
け
れ
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
い
つ
ま
で
に
調
査
し
て
公
表
す
る
の
か
を
示
し
て
下
さ
い
。

二

平
成
三
十
年
一
月
二
十
九
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
の
長
妻
委
員
に
対
す
る
安
倍
総
理
の
答
弁
で
、
「
厚
生
労
働
省
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
裁
量
労
働
制
で
働
く
方
の
労
働
時
間
の
長
さ
は
、
平
均
的
な
方
で
比
べ
れ
ば
一
般
労
働
者
よ
り
も
短
い
と

い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
当
該
デ
ー
タ
の
出
所
を
示
し
、
そ
の
出
所
の
ど
の
ペ
ー
ジ
を
と
ら
え
て
、
「
裁
量

一



労
働
制
で
働
く
方
の
労
働
時
間
の
長
さ
は
、
平
均
的
な
方
で
比
べ
れ
ば
一
般
労
働
者
よ
り
も
短
い
」
と
し
た
の
か
示
し
て
下

さ
い
。
併
せ
て
、
「
平
均
的
な
方
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
抽
出
し
、
ど
の
よ
う
に
集
計
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
示

し
て
下
さ
い
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
見
解
を
、
政
府
は
こ
れ
ま
で
示
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
、
そ
れ
と
も
今
回
の
答
弁

が
初
め
て
で
す
か
。

三

平
成
三
十
年
一
月
三
十
一
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
の
森
本
委
員
に
対
す
る
加
藤
大
臣
の
答
弁
で
、
「
裁
量
労
働
制
の

方
が
実
際
の
一
般
の
働
き
方
に
比
べ
て
長
い
と
い
う
資
料
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
他
方
で
、
平
均
で
比
べ
れ
ば
短
い
と
い
う
統

計
も
ご
ざ
い
ま
す
」
「
平
成
二
十
五
年
度
労
働
時
間
等
総
合
実
態
調
査
、
こ
れ
、
厚
生
労
働
省
が
調
べ
た
も
の
で
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
平
均
的
な
一
般
労
働
者
の
時
間
が
、
こ
れ
は
一
日
の
実
労
働
時
間
で
す
が
、
九
時
間
三
十
七
分
に
対
し
て
企
画

業
務
型
裁
量
労
働
制
は
九
時
間
十
六
分
と
、
こ
う
い
う
数
字
も
あ
る
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
労
働
政
策
審
議

会
の
資
料
等
で
公
表
さ
れ
て
い
る
平
成
二
十
五
年
度
労
働
時
間
等
総
合
実
態
調
査
結
果
の
ど
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

も
し
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
「
九
時
間
三
十
七
分
」
「
九
時
間
十
六
分
」
と
算
出
す
る
た
め
に
使
用
し
た
デ
ー

タ
、
計
算
式
を
公
表
し
て
下
さ
い
。

四

平
成
二
十
五
年
度
労
働
時
間
等
総
合
実
態
調
査
で
、
一
般
労
働
者
の
う
ち
の
平
均
的
な
者
に
つ
い
て
、
一
日
、
一
週
間
及

二



び
一
ヶ
月
の
実
労
働
時
間
の
平
均
は
そ
れ
ぞ
れ
何
時
間
で
す
か
。
同
様
に
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
お
よ
び
企
画
業
務
型
裁

量
労
働
制
の
平
均
的
な
者
に
つ
い
て
、
一
日
、
一
週
間
及
び
一
ヶ
月
の
実
労
働
時
間
の
平
均
は
そ
れ
ぞ
れ
何
時
間
で
す
か
。

五

平
成
二
十
五
年
度
労
働
時
間
等
総
合
実
態
調
査
で
、
一
般
労
働
者
、
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
を
適
用
さ
れ
た
労
働
者
、

企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
を
適
用
さ
れ
た
労
働
者
の
実
労
働
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
も
し
く
は
手
法
で
把

握
し
ま
し
た
か
。

六

独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の
「
裁
量
労
働
制
等
の
労
働
時
間
制
度
に
関
す
る
調
査
結
果
労
働
者
調
査
結

果
」
（
平
成
二
十
六
年
五
月
三
十
日
）
で
は
、
一
ヶ
月
の
労
働
時
間
の
平
均
は
、
通
常
の
労
働
時
間
制
、
専
門
業
務
型
裁
量

労
働
制
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
何
時
間
で
す
か
。
政
府
の
承
知
す
る
と
こ
ろ
を
お
示
し
下
さ

い
。
ま
た
、
当
該
調
査
結
果
で
は
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
方
が
、
通
常
の
労
働
時
間
制
よ
り
も
労
働
時
間
が
長
い
と

い
う
結
果
が
出
て
お
り
、
平
成
二
十
五
年
度
労
働
時
間
等
総
合
実
態
調
査
と
反
対
の
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由

は
何
で
す
か
。

七

平
成
三
十
年
一
月
三
十
一
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
の
森
本
委
員
に
対
す
る
加
藤
大
臣
の
答
弁
で
、
「
裁
量
労
働
制
と

い
う
こ
と
で
、
じ
ゃ
、
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
私
ど
も
も
そ
う
い
う
必
要
が
あ

三



る
と
い
う
こ
と
で
、
過
去
の
分
も
含
め
て
、
今
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
、
統
計
と
い
う
ん
で
し
ょ
う
か
、
把
握
に
努
め
て
い

き
た
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
把
握
は
い
つ
ま
で
に
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
い
つ
ま
で
に
公
表
し
ま
す
か
。

八

平
成
三
十
年
一
月
三
十
一
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
の
森
本
委
員
に
対
す
る
加
藤
大
臣
の
答
弁
で
、
「
裁
量
労
働
制
を

導
入
し
て
い
る
事
業
場
に
対
し
て
、
ま
ず
事
業
主
自
ら
法
令
に
従
っ
た
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
点
検
し
、
そ
の
結
果
を

報
告
し
て
頂
い
て
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
報
告
は
い
つ
ま
で
に
求
め
、
そ
の
結
果
は
い
つ
ま
で
に
公
表
し
ま
す
か
。

九

安
倍
総
理
は
、
働
き
方
改
革
で
拡
大
さ
れ
る
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
に
つ
い
て
、
「
営
業
、
販
売
の
み
を
事
業
内
容
と

す
る
営
業
所
で
働
く
方
は
対
象
と
な
ら
な
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
労
働
者
を
対
象
と
す
る
と
ど
の
よ
う
な
問

題
や
弊
害
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

十

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
、
当
時
の
塩
崎
厚
生
労
働
大
臣
は
、
「
企
画
立
案
調
査
分

析
業
務
と
組
み
合
わ
せ
る
業
務
が
、
個
別
の
製
造
業
務
や
備
品
等
の
物
品
の
購
入
業
務
と
か
、
あ
る
い
は
庶
務
経
理
業
務
と

か
、
こ
う
い
う
単
純
な
業
務
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
う
す
れ
ば
（
中
略
）
二
百
万
で
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と

を
や
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
話
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
人
た
ち
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
第
一
で
あ
り
ま

す
。
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
が
、
年
収
が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
労
働
者
に
、
現
在
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
を
適
用
す

四



る
こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
事
業
主
に
罰
則
や
罰
金
は
適
用
さ
れ
ま
す
か
。
ま
た
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い

は
違
法
な
ら
、
根
拠
と
な
る
条
文
や
通
達
等
を
示
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
「
あ
り
得
な
い
」
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
確
認
し

て
い
ま
す
か
。

十
一

十
に
つ
い
て
、
禁
止
や
違
法
と
す
る
条
文
や
通
達
が
あ
れ
ば
、
年
収
が
い
く
ら
以
下
の
労
働
者
に
、
企
画
業
務
型
裁
量

労
働
制
の
適
用
が
禁
止
も
し
く
は
違
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

十
二

十
に
つ
い
て
、
禁
止
や
違
法
と
す
る
根
拠
が
な
け
れ
ば
、
年
収
が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
労
働
者
に
も
、
企
画
業
務
型

裁
量
労
働
制
が
適
用
さ
れ
得
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
も
し
く
は
、
適
用
さ
れ
て
も
、
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
、
違
法
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

十
三

十
に
つ
い
て
、
働
き
方
改
革
で
拡
大
さ
れ
る
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
で
は
、
年
収
が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
労
働
者

に
適
用
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
違
法
と
な
り
ま
す
か
。
事
業
主
に
罰
則
や
罰
金
は
適
用
さ
れ
ま
す
か
。

十
四

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
新
卒
を
対
象
と
す
る
求
人
で
、
裁
量
労
働
制
の
適
用
を
明
記
し
て
い
る
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま

す
か
。
も
し
掲
載
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
は
適
切
で
、
ど
の
よ
う
な

場
合
は
不
適
切
で
す
か
。
具
体
的
に
例
示
し
て
見
解
を
示
し
て
下
さ
い
。
例
え
ば
、
職
種
に
「
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」
お
よ
び

五



「
営
業
」
と
の
み
記
載
の
あ
る
求
人
は
適
切
で
す
か
、
そ
れ
と
も
不
適
切
で
す
か
。

十
五

損
害
保
険
会
社
の
法
人
営
業
を
行
う
部
署
で
は
、
顧
客
の
建
物
や
設
備
に
合
わ
せ
た
火
災
保
険
の
商
品
設
計
を
行
い
提

案
す
る
と
と
も
に
、
従
業
員
向
け
の
保
険
商
品
の
提
供
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
部
署
で
働
く
労
働
者
は
、
働
き

方
改
革
で
拡
大
さ
れ
る
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
。
ま
た
、
現
在
の
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対

象
に
な
り
ま
す
か
。

十
六

損
害
保
険
代
理
店
の
営
業
は
、
法
人
の
顧
客
の
建
物
や
設
備
に
合
わ
せ
た
火
災
保
険
等
の
商
品
設
計
・
提
案
、
募
集
を

す
る
と
と
も
に
、
従
業
員
向
け
の
保
険
商
品
の
提
案
な
ど
も
行
い
な
が
ら
、
一
般
の
個
人
の
自
動
車
保
険
、
火
災
保
険
に
つ

い
て
保
険
商
品
の
設
計
・
提
案
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
部
署
で
働
く
労
働
者
は
、
働
き
方
改
革
で
拡
大
さ
れ
る
企
画

業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
。
ま
た
、
現
在
の
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

十
七

マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
会
社
で
、
効
率
的
な
資
金
調
達
方
法
と
併
せ
て
法
人
の
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、

個
人
向
け
の
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
の
提
案
や
販
売
を
行
っ
て
い
る
労
働
者
は
、
働
き
方
改
革
で
拡
大
さ
れ
る
企
画
業
務
型
裁
量

労
働
制
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
。
ま
た
、
現
在
の
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

十
八

印
刷
会
社
で
、
法
人
の
印
刷
物
の
企
画
提
案
、
受
注
を
担
当
す
る
労
働
者
は
、
働
き
方
改
革
で
拡
大
さ
れ
る
企
画
業
務

六



型
裁
量
労
働
制
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
。
ま
た
、
現
在
の
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

十
九

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
八
日
の
第
四
回
産
業
競
争
力
会
議
課
題
別
会
合
で
の
厚
生
労
働
大
臣
提
出
資
料
の
中
で
、

「
※
以
下
の
労
働
者
は
、
『
裁
量
労
働
制
の
新
た
な
枠
組
み
の
構
築
』
の
対
象
に
含
め
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
列

挙
さ
れ
て
い
る
四
つ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
の
労
働
者
像
は
、
働
き
方
改
革
で
拡
大
さ
れ
る
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象

に
含
ま
れ
な
い
と
い
う
認
識
で
よ
い
で
す
か
。
も
し
、
こ
の
認
識
が
異
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
議
論
を
経
て
、
こ

の
四
つ
の
属
性
の
労
働
者
の
す
べ
て
あ
る
い
は
一
部
が
、
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
。

右
質
問
す
る
。

七


